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要約 

体力・運動能力調査のうち身長、体重、握力、50m 走の記録を、1968、1984、2000、2015
年度について横断的に整理し、年度間の発育・発達の様相を、分散分析の手法で比較した。

その結果、年度による差が認められなかった項目は、女子では体重の、10,11,14～17 歳、

握力の 11 歳であった。男子については体重の 10,11 歳、握力の 10,11 歳、50ｍ走の 16,17
歳であった。 
 
1.はじめに 
玉川学園、玉川大学で 1968 年から実施さ

れている、体力・運動能力調査は来年度

（2017 年度）には 50 回目となる。一部の

記録に不備はあるが、小学 5 年生から大学

まで（年度により小学 4 年生から）記録が

存在する学校はないように思われる。この

貴重な記録を 50 年の節目に整理し、成果を

公表することは社会的に意義のあることで

あろう。 
1999 年に新体力テストでの測定となり、

旧体力テストと同様に評価できる項目は、

握力、50m 走である。持久走も可能ではあ

るが、本学園の小学 5,6 年は 20ｍシャトル

ランを実施しているため比較できなかった。

この体力項目に、身長、体重の記録をあわ

せ、4 項目での比較とした。比較する年度

は、1968,1984,2000,2015 年度のものであ

る。この年度を選択した根拠は特にないが、

14 年～16 年の間隔で検証することとした。 
本報告の目的は、上記の記録を用い年度

ごとの発育・発達の様相に変化があるかを

検証することにある。 
2.方法 

分析に用いたデータ数、平均値、標準偏

差を身長、体重について表-1,2 に示した。

これらを項目ごとにグラフを作成し年度間

の違いを視認的に判断した。その後、2 元

配置分散分析の手法を用い、その違いを統

計的に検証した。なお、1984 年度に実施し

た 18 歳時、身長、体重の記録は不明であっ

た。 
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3.結果 
（1）身長、体重 
表-1,2 のグラフを男女別に図-1～4 に示した。なお、年齢 10 は小学 5 年生時の測定結果

であり、18 は大学 1 年である。身長については 1968 年度から 2015 年度にかけ、順次、伸

長傾向にある。年齢が高くなるほどその差が開く傾向が確認できる。この傾向は、女子に

ついて顕著にみられている。体重については年度間の差が、身長ほど認められない。特に

女子についてはその傾向が強く示されている。 
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（2）握力、50m 走 

握力、50m 走の平均値等、男女別に表-3,4 に示した。図-5～8 はそれをグラフにしたもの

である。握力の女子では 13 歳ごろから差が順次大きくなっていく。1968 年の成績が良く、

2000 年が悪くなっている。2015 年には回復傾向が伺われる。男子では 15 歳から差が確認

できる。1968 年度と 1984 年度、2000 年度と 2015 年度が同様な傾向を示し、前者が良い

成績である。女子の 50m 走は 1984 年が良い傾向にある。なお、50m 走の秒数をプロット

しているため、y 軸下方向がより良い成績である。14 歳で差が開く傾向も見受けられる。

男子については女子ほどの年度差は確認できない。特に 15 歳以降では同じテンポで変化し

ている。 
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（3）年度差の検証 
分散分析により、交互作用の存在を確認し、多重比較を行った。図-9～16 は x 軸に年度

を示し、年齢ごとの変化を表してある。2000 年度で多くの項目で変化がみられる。50m 走

については 1984 年度と 2000 年度に大きく変化している。 
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表-5,6 に多重比較の結果を示した、前述したグラフ視認の結果と同様の傾向が示されてい

る。女子については体重の差が少なく、握力は小学生で差がない傾向を示している。男子

については体重が小学生で差が認められず、小学生の握力と高校生の 50ｍ走でも差がない

傾向にある。スポーツ庁の報告では 1) 握力は昭和 60 年（1985 年）ごろと比較すると低水

準にあるものの 50m 走は向上傾向にあるとしている。本学のデータでも若干ではあるがそ

の傾向を伺うことができる。今後は、他の体力・運動能力調査項目も含め丁寧な分析を進

めていきたい。 
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表-5　　年齢別年度比較（女子） 表-6　　年齢別年度比較（男子）
身長 体重 握力 50m走 身長 体重 握力 50m走

年齢 年齢
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